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地方で働く外国人にとって「魅力ある」鹿児島とは？



現状分析①：鹿児島県の人口の推移
① 2020年現在…

老年人口が50万人を超える

② 2045年までに…
生産年齢人口は半減へ
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現状分析②：求人数と求職者数のギャップ

人材不足の業種

•サービスの職業

•生産工程の職業

•介護関係職種

•専門的・技術的職業
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鹿児島県の有効求人数・有効求職者数（2018年度）
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現状分析③：在留外国人
鹿児島県の産業別外国人労働者数
（平成30年10月末）

出典：鹿児島労働局「外国人雇用状況の届出状況表一覧」（平
成30年10月末）をもとに作成

• 製造業の分野で増加傾向にある
• 鹿児島労働局によると,
在留外国人の63.3％が技能実習生

出典：鹿児島県「かごしまの国際交流」（平成30年11月）
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現状分析 ～RESAS等を活用して～

•鹿児島県は深刻な労働力不足
•人材が不足する業種は，サービス・製造業・介護など
•すでに，技能実習生が多くの生産を支えている
•近い将来、多くの外国人と共生する地方社会が訪れる
ことが考えられる

⇒問い：鹿児島県は外国人実習生にとって魅力ある地域か？



インタビュー調査

全 国

全国及び鹿児島県の国籍別在留外国人（平成29年12月末）

出典：鹿児島県「かごしまの国際交流」（平成30年11月）

鹿児島県



インタビュー①
(1)指宿での生活
・職場も楽しく地域の人も親切で暮らしやすい。
・ホームパーティーを開いたり地域行事に参加

して楽しんでいる。

・SNSを使って指宿で働く仲間や母国の家族

友人と頻繁に連絡をとるようになった。

(2)課題
・東南アジア＝途上国のイメージを持つ日本人もいるのが残念。

【対象】フィリピンからの外国人

【インタビュー目的】

指宿で働く外国人をとりまく状況の変化を知る



【対象】指宿市山川鰹節工場M水産で働く技能実習生
【インタビュー目的】
指宿で働くベトナム人実習生の思いやニーズを知る

インタビュー②
(1)指宿での生活

・収入目的だけでなく，将来を見据えて日本語学習や海外経験を得る

ために来ている技能実習生もいる。

・事業主と交換日記で常にコミュニケーションをとっており，

実習生の要望や悩みを相談できる。

(2)課題
・都市部の電子工場に比べて地方の食品工場

/ はあまり人気がない。

・実はハノイ近郊のような都市部から来ている
/ 実習生もいる。



課題設定 ～インタビュー調査から～

（１）日本人の外国人実習生に対する「イメージ」が古い
⇒ 日本人が実習生から生きた情報を聞く必要がある
例：実は,｢都市出身者も多い｣｢キャリアアップの意欲が高い｣

（２）最近の実習生は日本での「経験」を大切にしている
⇒ どうしても魅力度は，都市 ＞ 地方

例：｢ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾗﾝﾄﾞやｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ｣｢日本の医療機関｣に興味



政策の提案

そこで私たちは

という２つのアイディアを提案します。

１ 交流会や職場で｢会話を生む｣ツールを開発する！

２ 地方で得られる｢経験｣をPR動画にまとめ,SNSで発信する！



１. 交流会や職場で｢会話を生む｣ツールを開発する！

• ｢話題｣さえあれば，言葉の壁は問題にならない
•若い世代はスマホで検索したり写真を見せて話が弾む

「指宿市ベトナム交流会(H31.3.18)」 参加から考える

会話のきっかけを
どのように生み出すのか？



１. 交流会や職場で｢会話を生む｣ツールを開発する！

「会話のタネ」カードの作成

⇒ 交流イベントの活性化



２. 地方で得られる｢経験｣をPR動画にまとめ,SNS で発信！

指宿ではたらく魅力

指宿で暮らす魅力



｢暮らしやすさ｣｢人と人のつながり｣

地方ならではの魅力を外国人と共に作る時代へ！

ご清聴ありがとうございました！


